
大学院教育改革支援プログラム　「理系の実践型女性科学者育成」　

（博士前期課程・実践科目群）

グループワーク演習I
「グループワーク演習I」の受講登録をしていない大学院学生や学部学生，教員の方の聴講も歓迎致します！
◆問い合わせ先　理学部数学科　角田秀一郎（内線3359）

　　　　　　　sm37052＠cc.nara-wu.ac.jp
日時:2009年1月9日(金)14時40分～16時10分


場所:数学大講義室（C棟4階C432）


講師:前島剛(伊藤忠テクノソリューションズ)


題目: 最適化の概念と手法





講演概要：最適化とは、問題とする対象を一番良いと考えられる状態に変化させることを言います。数学的には、ある関数について最大または最小にする変数値を探すことです。


　ものづくりの現場における最適化は、設計や計画において何らかの意思決定をする上で不可欠なものです。技術者は、「最適である事」を意識した判断を求められています。それは技術者の経験と勘から導き出される場合もありますが、今日では数学的な手法が使用される事も多くなってきています。


　本講義では最適化の概念といくつかの最適化手法および、身近な問題で使用されている最適化技術とものづくりの現場での適応例を紹介します。また、技術者が複雑な事象を扱う際に、どのように最適化手法から得た情報を扱っていくかを説明します。　








